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■1900年以降、世界で起きた主要な火山災害 

■1700年以降、日本で起きた主要な火山災害 

富士山 
渡島大島 
浅間山 

南東山腹から噴火。山麓に大災害をもたらした。江戸にも降灰 
山体崩壊により誘発された津波で1475人が死亡 
火砕流と岩屑なだれ、火山泥流で約1400人が死亡 

1707（宝永4） 
1741（寛保1） 
1783（天明3） 

雲仙岳 山体崩壊と津波で約1万5000人が死亡（島原大変） 1792（寛政4） 
有珠山 火砕流により山麓の旧虻田地区が全滅。103人が死亡 1822（文政5） 
北海道駒ケ岳 火砕流などにより20人あまりが死亡 1856（安政3） 

鳥島 爆発的な噴火で全島民125人が死亡 1902（明治35） 
桜島 地震等で58人が死亡、112人が負傷、住宅120戸が被災 1914（大正3） 

三宅島 噴石などにより11人が死亡 1940（昭和15） 
明神礁 海底火山の噴火で観測船第五海洋丸が遭難、31人が死亡 1952（昭和27） 
阿蘇山 噴石により12人が死亡 1958（昭和33） 
新潟焼山 噴石により3人が死亡 1974（昭和49） 

三宅島 溶岩流により阿古地区で約400戸の住宅が埋没 1983（昭和58） 
伊豆大島 約1万人の全島民が1ヵ月間、島外避難 1986（昭和61） 

雲仙岳 火砕流により43人が死亡。約9000人の周辺住民が避難。噴火期間は 
1990～1995年（1993年にも火砕流で1人が死亡） 

1991（平成3） 

有珠山 1万6000人が避難。噴石と火山泥流により、洞爺湖温泉街などが被災 2000（平成12） 
三宅島 　全島民3800人が島外避難。火口から大量の二酸化硫黄を長期間放出 

（2004年3月現在も島外避難が続いている） 
2000（平成12） 

有珠山 土石流により3人が死亡、住宅196戸が被災。前年に始まった噴火時には 
約2000人の温泉街住民が避難 

1978（昭和53） 

磐梯山 山体崩壊により岩屑なだれが発生。5村11集落を埋没させ、477人が死亡、 
住宅463戸が被災 

1888（明治21） 

十勝岳 噴火による融雪で火山泥流が発生、山麓まで流下し、畠山温泉や上富良野村 
で144人が死亡 

1926（大正15） 

北海道駒ケ岳 噴石、火砕流、火山ガスなどで2人が死亡、4人が負傷、住宅約2000戸が被災 1929（昭和4） 

年 火山名 災害の概要 

モン・プレー 1902 　マルティニーク島 
（フランス領） 
 

爆発に伴う溶岩ドームの崩壊で火砕流が発生。火砕サージ 
により麓の町が壊滅。2回の火砕サージで約3万人が死亡 

タール 1911 　フィリピン 
 

火砕流で1068人、津波で267人が死亡 
クルー 1919 　インドネシア 火山泥流で5110人が死亡 
メラピ 1930 　インドネシア 火砕流で1369人が死亡 
ラミントン 1951 　パプアニューギニア 火砕流で2942人が死亡 

セントヘレンズ 1980 　アメリカ合衆国 岩屑なだれ・爆風で62人が死亡 

ネバド・デル・ルイス 1985 　コロンビア 火山泥流が約50km流下。2万5000人が死亡 

ピナツボ 1991 　フィリピン 噴石や火山灰が家屋の屋根に堆積。大雨により重量が増し、 
建物の倒壊などで800人が死亡 

ニオス湖 1986 　カメルーン 火口湖であるニオス湖から二酸化炭素ガスが噴出。 
付近の住民1700人が死亡 

エルチチョン 1982 　メキシコ 火砕流で1708人、土石流・洪水で49人、噴石で122人が 
死亡 

アグン 1963 　インドネシア 火砕流で820人、土石流・洪水で165人、噴石で163人が 
死亡 

年 火山名 国名 災害の概要 
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（参考：副読本のｐ2ほか）

◆雲仙岳・普賢岳・平成新山について

１）「雲仙岳」と「普賢岳」

２）雲仙岳の誕生

http://133.5.170.64/Museum/Museum.html

「インターネット博物館ＨＰ」より

３）「雲仙普賢岳」という名称

４）平成新山と「標高」

（参考：副読本のｐ3）

◆「山や町の様子を見くらべてみよう」4枚の写真の背景について

１）「1989年10月～1991年9月」の状況

２）「1991年10月～1993年9月」の状況

３）「1993年10月～2003年3月」の状況

1 2

1989（平成元）11月 橘湾で多くの地震が発生

1990（平成2） 7月4日 雲仙岳の地下で火山性微動が発生

11月17日 198年ぶりに雲仙普賢岳が噴火（九十九島火口・地獄跡火口）。長崎県災害対策本部が置かれた
1991（平成3） 3月29日 3ヵ所から同時噴火（上記2つの他、屏風岩火口からも噴火）

5月15日 初めて土石流が発生。上木場地区に避難勧告
5月20日

5月24日
5月26日
6月3日

6月8日

6月30日
9月15日

最初の溶岩ドームが出現
溶岩ドームが崩れ、初めて火砕流が発生
火砕流発生。1人が火傷をした。上木場地区に避難勧告

大火砕流発生。死者行方不明者43人。179戸が焼失

大火砕流発生。207戸の建物が焼け、国道251号が通行止めになった。市内に火山礫が降った

水無川、湯江川、土黒川で土石流発生。国道57号を寸断し海岸線まで達した
大火砕流発生、大野木場小学校など218戸が焼失

年 月 日 状　　況

1992（平成4） 8月8～15・21日 水無川に土石流発生。住宅に被害を与えた

1993（平成5） 4月28～5月2日 水無川と中尾川で土石流発生。579戸に被害

5月20～24日 中尾川方向に火砕流発生

6月18～19日 水無川と中尾川で土石流発生。水無川橋（国道57号）が決壊したのをはじめ橋梁2基が流失。島原市安徳町で家屋
流失。4月28日以来頻発する土石流により、安中三角地帯はほぼ壊滅状態となる

6月23～24日

6月26日

7月4～5日

7月19日

中尾川方向に火砕流発生、死者1名。187戸が焼失
水無川で火砕流発生。先端部は国道57号を越えた

水無川で土石流発生。左岸方向に氾濫域が拡大。中尾川でも土石流が発生し、国道251号の扇田大橋付近一帯に泥
流が氾濫。島原市中心部が孤立状態となった　

水無川で大火砕流発生、国道57号の下流約100ｍまで到達

年 月 日 状　　況

1994（平成6） 4月4日 溶岩ドームの標高が、過去最高の1494ｍに達する

1995（平成7） 2月 溶岩の噴出が止まる（噴火の停止）

5月25日 火山噴火予知連絡会が「マグマの供給と噴火活動は、ほぼ停止状態にある」という統一見解を発表

6月 噴火終息宣言が出された

2月19日

2月20日

3月26日

9月15日

水無川1号砂防堰堤完成
島原深江道路、全線開通

安中三角地帯嵩上げ事業、竣工。千本木1号・水無川2号砂防堰堤完成

大野木場砂防みらい館開設

年 月 日 状　　況

1996（平成8）

4月4日1997（平成9） 島原鉄道全線開通
1998（平成10）

1999（平成11）
2000（平成12）

2001（平成13） 3月20日 水無川導流堤完成

2002（平成14）
水無川3号砂防堰堤完成2003（平成15） 3月24日

島原城 

九十九島 

しまばら 六ツ木 

新焼溶岩 

眉山 

島原市 

深江町 

（1792） 
千本木 

七面山 

折橋 

白土湖 

上ノ原 

みなみしまばら 

あんとく 

しまばらがいこう 

島原港 

大崩壊前海岸線（1792）

安徳 
水無川 

大野木場 

上木場 

天狗山 

瀬野 

せのふかえ 

九十九島火口 

古焼溶岩 
（1663） 

平成溶岩 
（1991-95） 

おしが谷 

垂木台地 

赤松谷 
仁田峠 

炭酸泉 

炭酸泉 

屏風岩火口 

■雲仙岳の有史以来の噴火地点と大地変発生位置

■普賢岳の活動

普賢岳から溶岩が流出（古焼溶岩）。翌年春には、
地震と土石流で30人以上の死者を出した。

1663年～1664年

2月27日、普賢岳から溶岩が流出（新焼溶岩）。5月
21日、大地震が引き金になり、眉山の6分の1が崩
壊。崩れ落ちた土砂は海に流れ込んで津波を発生
させた。山体崩壊と津波を合わせて約1万5千人の
死者を出した。

1792年

1990年11月17日、噴火開始。1995年2月に溶岩の
噴出が止まる（噴火の停止）までに、火砕流で死
者44人を出したほか、土石流でも大きな被害を出
した。溶岩ドームが「平成新山」と名づけられた
のは1996年。

1990年～1995年

年 活　動

太田一也『地熱』1996

南 北



（参考：副読本のｐ4）

◆火山について

１）火山の解説の「前提」

２）プレート

３）マグマ

『火山に強くなる本』（山と渓谷社）より

（参考：副読本のｐ5）

◆日本の108の活火山について

１）活火山の定義

２）108の活火山

http://www.kishou.go.jp/intro/gyomu/index95zu.html

３）火山の寿命

４）火山の形

【溶岩ドーム／例：普

賢岳（平成新山）・有珠山（昭和新山）】

【盾状火山／例：マウナロア火山（ハワイ）】

【成層火山／例：富士山・桜島】

「気象庁ＨＰ」より

４）火山ができる場所

3 4

富士山。日本の火山の多くは、成層火山です

火山
大陸

海洋

海嶺プレート

マントル

プレート ホットスポット型火山海溝

＊註１）マントルや地殻の深部は、固体とはいえ、非常に長い時間をかけると水
飴のように流れたり変形したりする性質があります。身近な例でいうと、キャラ
メルを金づちで叩くとパリンと割れます（つまり固体です）が、金づちを強くゆっ
くりと押しつけると横へ流れ出るように変形するのと同じです。マントルも、こ
のような性質によって、軽い部分が流体のように上昇できるのです。プレートが
動くことができるのも、その下にあるマントル（アセノスフェア）が長い時間ス
ケールでは流体のようにふるまうからなのです。
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（参考：副読本のｐ6～7ほか）

◆さまざまな噴火現象と災害について

１）火山灰・火山礫・噴石

２）溶岩流

３）火砕流

＊

＊火砕サージ

４）山体崩壊

５）火山ガス

６）土石流

７）火山性地震・火山性微動

土石流と泥流は、いずれも水（雨）とともに山や谷な

どにあった土砂や礫（石）が流れ下る現象です。

一般的には、流体の構成中、礫が多く含まれているも

のを土石流、礫が少ないものを泥流と呼び、土石流に比

べて泥流の方が水の量が多く、流動性が高いとされてい

ます。しかし、その境目はあやふやで、明快に区別する

ための統一された定義がないというのが現状です。

なお、火山の噴火で山に積もっていた雪がとけるなど

の理由で発生する泥流は「火山泥流」と呼ばれ、1926年

の十勝岳の噴火では144人の死者を出しています。

◎土石流と泥流の違い◎

土石流は、梅雨期や台風
などの長雨・豪雨時には
特に注意が必要です。写
真は、2003年7月20日、
熊本県水俣市宝川内（ほ
うがわち）の集（あつま
り）地区で起きた土石流
で、19人もの死者を出し
ました。この日の最大時
間雨量は91mm、累加雨量
は426mm（水俣市深川観
測所）でした
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（参考：副読本のｐ10～21・裏表紙）

◆雲仙普賢岳の災害について

１）溶岩ドーム ２）1991年6月3日の大火砕流
【概要】

【被害】

【犠牲者の内訳】

【災害の背景】

＊もう１人の死者について

３）火山灰による被害
【交通被害】

【日常生活における被害】

【健康被害】

【産業への被害】

４）土石流による被害
【発生件数・総流出土砂量】

【建物への被害】

【陸上交通への被害】

【農業被害・漁業被害】

（立体写真の原理）

私たちが物を立体的に見ることができるのは、左右の目が

見ているそれぞれの映像にわずかな差があるためです。立体

写真も同じ原理で、並べられた2枚の写真は一見、同じもの

に見えますが、実は少し違う角度から撮られています。した

がって、右目で右の写真だけを、左目で左の写真だけを見る

ことができれば、写真は一つに重なり、立体的に見えるとい

うわけです。

（見方のコツ）

下図を参考に、写真と顔の間に厚紙を立て（長さ20～30ｃｍ）、

写真より遠いところに焦点を合わせて（2～3ｍ先を見るような

感じにする）、黄色の点を見ます。二つの点がだんだん近寄っ

てきて、一つに重なったら、2枚の写真が立体になって浮か

び上がって見えます。

（注意）

・体質的に立体に見えない人もいます。すべての人が必ず見

えるわけではありません。

・メガネをかけている人でうまく見えない場合は、メガネを

はずして見ると見えやすくなることもあります。

（参考）

・立体視には、今回、副読本で用

いている「平行法」のほかに、

焦点を目のすぐ前で合わせて見

る（寄り目ぎみにする）「交差法」

という方法もあります。交差法

で副読本の写真を見ると、溶岩

ドームの頂上が沈んで見えます。

◎副読本裏表紙の立体写真の見方◎

左の写真
右の写真

火山灰は、次のような被害を出すことも考えられます。

・碍子（がいし）からの漏電による停電

・水の濁りが浄水場の排水処理能力を上回ることによる

給水量の減少

・側溝のつまりによる下水機能の停止

・レールの導電不良などによる鉄道輸送の混乱や飛行機

の運航不能

◎火山灰によるそのほかの被害◎
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◆雲仙普賢岳の災害について

５）避難場所

【避難所】

【旅館・ホテル・船】

【仮設住宅】

【公営住宅・災害公営住宅】

この災害では、学校もさまざまな被害や影響を受けまし
た。1991年5月27日の火砕流と土石流では、深江町内の７つ
の小中学校が休校に、6月3日の大火砕流では深江町内の小
中学校と島原市の市立第五小学校、市立第三中学校、私立
島原中央高校が緊急避難となり、4日以後も臨時休校や他の
学校の校舎を借りての二部授業になりました。また、大野
木場小学校では町民センターで授業が行われるなどの緊急
対応がとられました。さらに、夏休みを6月21日からに早め
るなどの措置もとられました（7月31日まで）。

2学期に入ると、深江町内の3つの小学校は小林小学校に、
五小は三小に、三中は二中の敷地内に仮設校舎を建てて、
授業が再開されました。しかし、大野木場小学校は9月15日
の大火砕流で校舎が焼失。2000年2月に移転新築されるまで、
9年間にもおよぶ仮設校舎での授業が続きました。
また、1993年になると火砕流が千本木方面へ流れるよう
になり、市立第四小学校折橋分校は再三にわたり本校であ
る四小へ避難していましたが、翌年、廃校が決定。さらに
四小が「中尾川流域砂防計画」域に入ったため、統合され
た第四小学校は、2000年9月に宇土町に移転新築されました。

◎学校への影響（休校・仮校舎・仮設校舎）◎

７）援助・お見舞いなど
【義援金・救援物資】

【ボランティア・激励イベント・お見舞い訪問】

６）災害派遣・観測・対応
【自衛隊の活動】

【普賢岳のホームドクター】

【ライフライン機関の対応】
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（参考：副読本のｐ28～33）

◆防災と復興について

１）地理名称・施設などの補足説明
【眉山】

【島原道路（国道251号）と島原深江道路（国道57号）】

【安中三角地帯】

【われん川】

【島原復興アリーナ】

【雲仙岳災害記念館】
http://www.udmh.or.jp/

【土石流被災家屋保存公園】
http://www6.ocn.ne.jp/̃kouko/honzin.htm

【大野木場砂防みらい館・旧大野木場小学校】
http://www.qsr.mlit.go.jp/unzen/miraikan/main.html

【平成新山ネイチャーセンター】
http://www12.ocn.ne.jp/̃hnc/

【九州大学 地震火山観測研究センター】
http://www.sevo.kyushu-u.ac.jp/

３）噴火予知
【火山噴火予知連絡会】
http://www.seisvol.kishou.go.jp/tokyo/STOCK/
kaisetsu/CCPVE/CCPVE.html

【有珠山の噴火予知】
http://www005.upp.so-net.ne.jp/usuvolcano/
usu/kiroku.htm

２）火山の監視と情報提供
【気象庁 雲仙岳測候所】

【国土交通省 雲仙復興事務所】
http://www.qsr.mlit.go.jp/unzen/

布津町にあるレーダー雨量計。レーダー
雨量計は、降っている雨に電波を当てて、
はね返ってくる電波の強さから雨の降り
方を観測するもので、雨の強さ、雨域の
広がり、その動きを連続的に知ることが
でき、降雨の予測などに利用できます

水位・流速計。川の水
量の変化や流れの速さ
の変化で土石流発生を
監視できることから、
超音波を用いた水位計
や電磁波を用いた流速
計を設置しています。
水位の急激な上昇は、
川の流れに、土石が加
わった可能性が高いこ
とを示しますフィールドミュージアム構想とは、雲仙岳災害記念館や

土石流被災家屋保存公園、大野木場砂防みらい館、平成新
山ネイチャーセンターを中心に、噴火災害の遺構や火山関
係の施設、各種の防災施設、雲仙普賢岳の景色などを、ま
るごと一つの野外博物館（フィールドミュージアム）とし
て捕らえようというものです。構想では、水無川・中尾川
流域一帯や各地に残る貴重な学習資源をネットワーク化し、
体験・学習しながら、火山とかかわりあうことのできる空
間を提供しています。
なお、各施設の回り方などについては、雲仙岳災害記念
館のＨＰで3種類の体験学習モデルコース（2時間・4時間・１
日）が紹介されています。
http://www.udmh.or.jp/field/index.html

◎フィールドミュージアム構想について◎
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◆防災と復興について

４）火山砂防計画

■火山砂防計画の概要

＊砂防堰堤：土石流を食い止め、安全なところに導く、谷の侵食
を防止するなどの機能をもった砂防施設。

＊鋼製スリット型砂防堰堤：砂防堰堤の一部に鋼製で柵のような
もの（スリット）を設けることで、中小洪水時には土砂を流下さ

せて堰堤の空き容量を確保し、大規模な土石流発生時には流下

する巨石や流木を止めて土石流の威力を弱めることができる砂

防施設。

＊帯工：土石流による河床の侵食を防ぐため、河床の高さに合わ　
せて流路を横断する砂防施設。

＊導流堤：土砂の氾濫を防ぐため、土石流を安全な方向に導く機
能をもった砂防施設。

＊背割堤：支川間を分断し、土石流を安全に下流に導く砂防施設。

５）火山・砂防学習

0957（64）4171【雲仙復興事務所調査課】

６）「雲仙・緑の里親制度」

0957（64）4171
【雲仙復興事務所砂防課】

（参考：副読本のｐ35）

◆住民の「避難・防災知識」について

１）避難の知識
【避難勧告・避難指示・警戒区域】

【避難の手引き】

【主な非常持ち出し品】

【災害用伝言ダイヤル　171】

http://www.ntt-west.co.jp/dengon/way/rec.html

２）土砂災害の防災知識
【大雨情報・土砂災害情報などの入手】

http://www.qsr.mlit.go.jp/unzen/top.htm

http://www.jma.go.jp/JMA_HP/jma/index.html

http://www.jma.go.jp/JMA_HP/jp/radame/
japan/radame.html

【警戒すべき雨量】

【土石流の前兆】

【主要な参考文献】

■『雲仙・普賢岳ー噴火災害を体験して　被災者からの報告』
（特定非営利活動法人　雲仙普賢会）

■『平成島原大変ー雲仙・普賢岳噴火災害記録集【本編・資料編】』
（雲仙・普賢岳噴火災害記録誌作成委員会）

■『火山に強くなる本』下鶴大輔監修／火山防災用語研究会編（山と渓谷社）

■『雲仙・普賢岳噴火と火山噴火対策砂防事業』（建設省河川局砂防部砂防
課・建設省九州地方建設局・建設省雲仙復興工事事務所・長崎県土木
部砂防課）

河川名 土砂の算定地点 計画対象土砂量 砂防施設

水無川

中尾川

湯江川

水無川1号砂防堰堤 240万ｍ3 砂防堰堤　 10基

帯工　　　　6基

上流導流堤　3基

背割堤　　　1基

六ツ木橋 150万ｍ3 砂防堰堤　 12基

背割堤　　　2基

県道湯江川橋 34万ｍ3 砂防堰堤　 1基

●現金、小銭
●着替え、下着、靴下
●洗面用具、衛生用品
●リュックサック
●非常食、水
●手袋、軍手、傘、かっぱ
●常備薬
●タオル
●シート、ビニール袋
●ライター、ろうそく
●ティッシュペーパー
●毛布
●時計
●紙おむつ、粉ミルクなど

●通帳、印鑑、カードなど
●健康保険証、免許証
●携帯ラジオと電池
●携帯電話と充電池
●懐中電灯と電池
●眼鏡
●筆記用具

★特に火山噴火のときに
必要となるもの

●ヘルメット（防空頭巾）
●マスク
●ゴーグル

砂防堰堤は国土交通省（あるいは都道府県の土木部門）
の所管、治山ダムは林野庁（あるいは都道府県の林務部門）
の所管で、所轄する省庁によって呼び方が違います。
また、砂防堰堤は住民の生命・財産を守ることを目的に、

土石流の勢いを弱めるという機能に重きを置き、治山ダム
は山を保全することを目的に、山裾を安定させるという機
能に重きを置いて設計されています。
なお、治山ダムの多くは、山肌に半分埋まったような形

で施工されています。

◎砂防堰堤と治山ダム（堰堤）の違い◎


